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三重大学ＣＯＥプロジェクト研究報告書 

 

区  分 
■ 世界に誇れる世界トップレベルの研究拠点 （旧ＣＯＥ－Ａ） 

□ 学部として育てたい国内トップレベルの研究（旧ＣＯＥ－Ｂ） 

研 究 題 目 炎症性血管病変による臓器障害機構の解明とその修復再生治療法の開発 

研究代表者 鈴木宏治 

研究の目的等 

①目的 

【全体的事項】本研究は、基礎医学と臨床の研究者が協働して、炎症性血管病変の分子機

構並びに血管病変に起因する各種臓器障害の発症機構を解明すると共に、臓器障害の診断

法と予防法、及び障害臓器の修復再生治療法を開発することを目的とする。また、こうし

た活動を通して、当該研究課題に取り組む次代を担う新進気鋭の若手研究者を育成する教

育研究拠点の形成を目指す。具体的には、下図に示すように、この研究チームを構成する

研究者(及び共同研究者）が相互に協力しつつ専門領域の個別の課題について研究を行い、

最終的にそれらの成果を統合して研究全体の目的を達成しようとするものである。 
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  上記の目的を達成するため、本研究では、以下に示す基礎医学的研究及び臨床的研究

を实施する。 

(1) 基礎医学研究の内容： 血液細胞や血管内皮細胞、平滑筋細胞、疾患モデル動物などを

用いて、血管内皮細胞上の新規な抗血栓性分子の探索、細菌感染や炎症性サイトカイン、

血液凝固因子などにより誘引される炎症性血管内皮障害と血栓制御の分子機構の解明、生

活習慣病と関連する動脈硬化関連因子の発現動態の解析、炎症内皮における細胞内分子機

構の解明、冠動脈疾患・脳血管障害のリスク遺伝因子の解明、胎児の先天性奇形発生に及

ぼす炎症性酸化ストレスの影響の解析等を行う。 

(2) 臨床研究の内容： 炎症性血管障害患者の内皮障害評価法の開発、肺高血圧症や妊娠時

の血管障害機構の解析、術後深部静脈血栓症の発症機構の解析と診断治療法の確立、炎症

性血管病変に伴う肺機能障害や肝障害の修復再生治療法の解析、脳動脈狭窄症のステント

術後再狭窄の分子病態などを解析し、炎症性血管病変に起因する各臓器障害に対する新規

な診断治療法、抗血栓薬などの開発、疾患リスク遺伝因子を用いたオーダーメイド予防医

療システムの開発を目指す研究を行う。 

本研究は、医学部、付属病院、及び生命科学研究支援センター所属の教員と大学院博

士課程・修士課程の学生が实施する。また、本研究は、次代の血管病研究を担う若手研究

者を育成する教育研究拠点の形成を目指しており、研究推進の過程では、各研究グループ

の研究進展状況を把握し、相互の研究推進を促すと共に、若手研究者や大学院生を対象と

した血管病関連領域の最新の知識と技術に関する情報を提供する「炎症と凝固研究会」、「抗

血栓療法研究会」等の研究・検討会を定期的に開催する。 

 

【班員の研究目的】 

【鈴木宏治】血液凝固制御機構と炎症性血管内皮障害の分子機構の解明、及び新規抗血栓 

薬の開発 

【緒方正人】血管内皮の炎症における細胞内シグナル伝達系（MAPキナーゼ系）分子の機能 

の解明 

【伊藤正明】炎症性病変マーカー、C反応性蛋白質（CRP）の動脈硬化・血栓形成に及ぼす 

効果と細胞内 Rho/Rho キナーゼ・シグナルの関与の解明 

【ガバザ・エステバン、田口 修】肺性高血圧症及び肺繊維症における血管リモデリング 

の分子病態の解明 

【和田英夫】各種血栓症における止血系分子マーカーの臨床的意義及び診断基準の確立 

【丸山一男】肺高血圧症の血管病変発生における炎症性因子と血液因子の役割の解明 

【杉山 隆、佐川典正】抗酸化物質の thioredoxin 導入マウスを用いた胎児の先天性奇形 

発生に及ぼす酸化ストレスの影響の解析 

【伊佐治秀司】肝硬変発症機序及び生体肝移植後肝再生の障害機序の解明 

【内田淳正】術後深部静脈血栓症の発生機序の解明と治療体系・予防法の確立 

【滝 和郎】脳血管内治療に伴う脳動脈病変の分子機構の解明と新しい治療法の開発  

【山田芳司】冠動脈疾患・脳血管障害の遺伝因子の解明とオーダーメイド予防医療システ 

ムの開発 

 

 

②特色 

【全体的事項】近年、血管内皮の炎症は生活習慣病などにおける血管病変（血管リモデリ

ング）の主な要因であり、血栓症や動脈硬化の引き金になることが明らかになりつつある。

すなわち、正常な血管では、内皮細胞上の抗血栓性因子と血栓形成因子の適度な発現によ

り、過度の出血や血栓形成が制御され、血液の流動性が維持されている。しかし、細菌や

ウィルスなどの感染性因子、医薬品や環境汚染物質などの化学物質、異常血流や殴打など

の物理的刺激などにより血管内皮が傷害されると炎症が誘発され、抗血栓性因子の発現低
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下と血栓形成因子の発現増加が誘発され、血管内には易血栓性環境に変化する。こうした

炎症性血管内皮には血小板が粘着・凝集して凝固血栓が形成される。術後深部静脈血栓症

はこの易血栓性環境での血流低下を原因として発症するものと推察されるが、その分子機

構は明らかでない。また、血管内皮の炎症性傷害部位に血小板や活性化白血球が接着する

と、活性化白血球は内皮下組織に侵入し、内皮障害をさらに進展させると共に、血管平滑

筋細胞を誘引して動脈硬化を誘発する。こうして形成された動脈硬化巣（プラーク）が破

裂し、また、プラーク表層が糜爛（びらん）状態に陥ると、そこに血小板とフィブリンを

主体とする凝固血栓が形成され血管が閉塞する。こうした血管閉塞は卖に血栓形成部位周

囲の機能障害に止まらず、血流支配下の臓器機能を障害し、心臓や脳だけでなく、関係す

る多くの臓器に虚血性障害を惹起し、さらに二次的な慢性的病変としての組織硬化や繊維

化を誘発する可能性が考えられるが、詳細な機構は明らかでない。 

斯界の先端的研究成果によると、炎症性血管病変には血管内皮細胞上の抗血栓性因子

のトロンボモジュリン（TM）やヘパラン硫酸プロテオグリカン（HSPG）、線溶阻止因子のプ

ラスミノゲンアクチベータインヒビター（PAI-1）、細胞接着分子（ICAM-1、VCAM-1、

E-selectin、P-selectin）、炎症性サイトカイン（TNF-α、IL-1βなど）、また、活性化白

血球に発現する凝固開始因子の組織因子（TF）、複数の細胞接着分子、炎症性サイトカイン、

細胞成長因子（インスリン、PDGF、TGFβなど）、さらに各種の血管作動分子の関与が示唆

されているが、これら以外にも未知の複数因子が関与するものと推察される。近年、ヒト

ゲノム構造は概ね解明されたが、ゲノム上の多くの遺伝子産物（蛋白質）の機能は明らか

でなく、本研究では、炎症性血管病変に関わる未知の遺伝子産物を、DNA チップ・ファージ

ディスプレイ法などのゲノミクス・プロテオミクス手法、発生工学的手法など最新の分析

法を駆使して検討を行う。 

これに加えて、三重大学では以前から血液凝固と出血症（血友病など）と血栓症（心

筋梗塞・脳梗塞・肺塞栓症など）に関する研究が伝統的に活発に行われ、国内外で高い評

価を受けており、本研究を遂行する研究土壌・環境は十分に形成されている。 

以上のように本研究は、三重大学大学院医学系研究科・医学部付属病院、及び生命科

学研究支援センターの基礎医学系及び臨床系の研究者がグループを形成して、炎症性血管

病変と関連する臓器障害の発生機構の解明、及び臓器障害の診断・治療・予防法を開発す

るプロジェクト研究である。こうした取り組みは、これまで全国的にも無く、地域に根付

いた本学の伝統的な個性を発揮できる研究拠点形成につながるものと期待される。 

 

【班員の研究内容と特色】 

【鈴木宏治】血管内皮細胞上の抗血栓性機構であるプロテインＣ凝固制御系の関連因子（特

にプロテインＳ、トロンボモジュリン、プロテインＣインヒビター）の炎症

性血管病変に伴う発現動態と機能の解析、炎症性血管病変に関わる未知分子

のファージディスプレイ法による解析、及び新規な抗血栓薬の開発を行う。 

【緒方正人】血管病変や代謝症候群は、生体内で多くの細胞による細胞間相互作用の結果

に起きている現象であり、本研究では個体を用いた生体レベルの研究を实施

する。 

【伊藤正明】動脈硬化進展のマーカーである CRP が直接的に動脈硬化を進展させるメディ

エーターとして作用するという新しい概念を提唱し、従来からの継続研究で

ある Rho/Rho キナーゼ・シグナル系と本シグナルの炎症性血管病変における

関与を明らかにする。 

【ガバザ・エステバン】凝固･線溶系因子の遺伝子改変マウスを用いて、慢性炎症性肺疾患

の病態形成と制御に関わる凝固･線溶系因子の役割を分子・細胞・個体のレベ

ルで総合的に解明する。 

【和田英夫】過凝固・炎症性内皮障害をきたす DIC、TTP、DVT などの疾患患者から収集し

た臨床検体における止血系分子マーカーの動態を解析し、炎症性血管病変に
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特有な分子マーカーを開発する。 

【丸山一男】炎症性血管病変が原因に考えられる肺高血圧症モデル動物を用いて、肺高血

圧症の発症と肺血管病変発生に及ぼす抗炎症物質の効果を生理学的、病理学

的指標を用いて解析する。特に凝固線溶系と炎症関連物質に及ぼす抗炎症物

質の効果に注目する。 

【杉山 隆、佐川典正】胎仔の発育と血管形成などに及ぼす酸化物質の影響を解明するた

め、生体内の抗酸化機構を強化した thioredoxin 導入マウスを用いて、酸化

物質により誘発される胎仔奇形形成に及ぼす抗酸化物質の抑止効果を検討す

る。 

【内田淳正】いまだ一定の見解が得られていない、整形外科領域での人工膝関節置換術後

に高頻度にみられる深部静脈血栓症の発生に及ぼす駆血帯使用の影響を臨床

的視点から解明する。 

【滝 和郎】ステント留置に対する血管壁の反応を炎症の観点から検討する。また、ナノ

テクノロジーを用いた全く新しい製法や、炎症・組織修復に関連した生理物

質を利用することにより、新規デバイスを開発する。 

【山田芳司】心筋梗塞、脳梗塞の発症に関連する遺伝子多型を特定し、従来の危険因子及

び年齢・性別を包括したオーダーメイド予防システムを開発する。本システ

ムにより、個人の疾患発症リスクを予測し、個人の体質に合った予防法を实

施することが可能になる。 

 

 

③重要性・発展性 

【全体的事項】人口の高齢化、高脂肪食の摂取、運動不足などを背景に、肥満、糖尿病、

高血圧症、脂質代謝異常症などの生活習慣病とそれに起因する各種の動脈硬化性血管障害

や静脈血栓症患者が増加している。こうした血栓性疾患の病態解明と診断治療法、予防法

の開発に取り組む本研究は、今後、益々重要で発展が期待されている研究領域であり、本

研究の成果は血管病変に基づく多くの疾患の克服に光明を与えるものと確信する。それを

裏付けるように、現在、多くの国際的製薬企業が、次々と抗血栓薬の開発を展開しており、

この数年、国内外で多数の第３相臨床試験が活発に行われている。また、心血管治療や脳

血管治療においても、治療デバイスの開発は日進月歩の勢いで展開されている。さらに、

血栓症の発症の予防につながる遺伝子診断法や機能性食品との開発は、「生涯健康（死ぬ日

まで健康に暮らす）」という高い QOL を願う多くの人々に切望されている。こうした社会的

要求を背景とし期待されている本研究は、今後もさらに大きく発展するものと考えられる。

そして何よりも重要なことは、本研究課題の推進によって、各種の血栓症や血管病変に起

因する臓器障害患者の治療法や予防法の開発とそれに関わる教育研究拠点が形成され、次

代の血管病研究を担う若手研究者の育成が可能になることである。 

 

【班員の研究の重要性・発展性】 

【鈴木宏治】血栓形成を制御する血液凝固制御機構の分子機構を解明するとともに、炎症

性臓器障害の原因に考えられる血管内皮細胞の細胞間接着分子の発現動態を

明らかにすることにより、血管内の凝固・炎症反応の阻止を作用機構とする

播種性血管内凝固亢進症（DIC）などの血栓症に対する新しい抗血栓薬や機能

性食品の開発など、炎症性血管病変や各種の血管障害性臓器疾患に対する新

たな診断法、治療法、予防法の開発に向けた研究が活発化する。 

【緒方正人】本研究で炎症シグナルによる血管病変や代謝症候群の進展機構を明らかにす

ることによって、病態の理解を進め、治療の標的分子を定めることが可能と

なる。 

【伊藤正明】新しいリスク因子と考えられている CRP の細胞障害分子機構を明らかにして、
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動脈硬化・血栓形成における新しい分子機序が解明できる。また、高血圧、

糖尿病、メタボリックシンドロームなどの危険因子が共通に引き起こすシグ

ナル伝達の解明へと発展させることができる。 

【ガバザ・エステバン】肺線維症、肺高血圧症等の慢性炎症性肺疾患を対象とした本研究

の成果は、肺疾患にとどまらず、生体の多くの臓器や組織の病態形成機構の

解明に発展するものと期待される。 

【和田英夫】血栓性疾患などの、効率的ならびに特異的な診断を行うことにより、医科学

的エビデンスが集積され、各種疾患の診断基準、ガイドラインなどの確立が

出来、さらに医療効率の改善につながることが期待される。 

【丸山一男】肺高血圧症の本質的治療は、肺高血圧血管の組織的・器質的変化の発生・進

行を抑制し、器質的変化の回復させることである。本研究は、他疾患に対す

る薬物や本研究班内で開発されている新規物質の肺高血圧発症抑制効果を検

討し、今後の臨床応用への可能性を探る。 

【杉山 隆、佐川典正】抗酸化機構を強化した thioredoxin 導入マウスへの抗酸化物質の

投与による胎仔奇形発生における機序の解明は、母体糖尿病による胎児合併

症の防止の一助となる臨床応用に直結するものと期待される。 

【内田淳正】深部静脈血栓症は人工膝関節置換術の重要な合併症の１つで、発症頻度は 40

〜80％と高率である。本症は致死性肺血栓塞栓症の原因となりうることから、

その予防及び早期発見・早期治療法の開発は静脈血栓症患者の発症阻止と QOL

の向上に大きく貢献できる。 

【滝 和郎】脳血管病変に対する血管内治療は、良好な治療成績から適応が拡大する一方

で、長期成績を含めた脳血管内治療の限界点や問題点も明らかになってきて

おり、これらの諸問題を解決することは、安全かつ確实な脳血管内治療法の

開発に貢献できる。 

【山田芳司】本研究により、種々の生活習慣病の発症に関連する遺伝子をゲノム全領域関

連解析により特定することが可能になるため、その成果は、健康長寿、QOL の

向上、ねたきり防止に貢献できるため医学的・社会的に極めて重要であり、

今後の発展性が期待できる。 

 

 

④学術的・社会的意義など 

【全体的事項】高齢社会と飽食・運動不足の現代において、動脈硬化性疾患である心血管

障害と脳血管障害の患者総数は、悪性腫瘍患者の数を凌ぐ程であり、また、深部静脈血栓

症、肺塞栓症などの静脈性血栓症も術後患者を中心に高頻度にみられる。さらに、肺線維

症や喘息などの肺・気道疾患、肝炎や肝硬変、腎障害などの多くの臓器機能障害が臓器固

有の血管病変（血管リモデリング）によって発症し、増悪化することが分ってきた。こう

した血管病変の多くは、細菌やウィルスの感染、サイトカインや白血球、血液凝固因子な

どの生体成分、医薬品や環境汚染物質などの化学物質、様々な物理的刺激などによる血管

内皮の炎症に起因することが示唆されている。 

炎症性血管病変の発生の背景には、遺伝的素因や加齢、妊娠などの生理的要因の他に、

生活習慣（高カロリー・高脂肪食、過食、運動不足、肥満、精神的ストレスなど）が最大

の要因として関わっている。こうした生活習慣病の典型例に糖尿病があるが、その主な病

態は、高血糖とインスリン抵抗性（高インスリン血症）による慢性的な血管障害合併症で

あり、心筋梗塞や脳梗塞、腎症、網膜症、神経症を発症する。我国の糖尿病患者は、2006

年の時点で約 820 万人、見かけ上健康な予備軍を含めると約 1870 万人と推定されており、

患者数は年々増加している。 

この糖尿病に加えて、動脈硬化の危険因子である高血圧、高脂血症、肥満を重複して

発症するメタボリックシンドロームでは、冠動脈や頚動脈の硬化病変が進行し、心筋梗塞
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や脳梗塞の発症率の増加が著しく、また、動脈形成術後の再狭窄の頻度も高く、現状では

完全治癒は難しい。 

こうした心筋梗塞や脳梗塞、糖尿病性合併症、肺線維症、肝硬変症などの炎症性血管

病変による臓器障害患者の QOL の維持は難しく、治療費の高騰は医療経済悪化の最大要因

であり、社会問題になっている。 

以上のように、炎症性血管病変とそれに起因する臓器障害の発生機構を解明し、その

研究成果に基づいて障害組織と臓器の修復再生のための診断法と治療法の開発、さらに予

防法の開発に向けた研究は、緊急に取り組むべき重要な課題である。本研究の推進によっ

て得られる成果は、現代社会の２大疾患である心血管障害と脳血管障害の発症率の低下と

治癒率の向上に貢献できると共に、難治性の肺高血圧症や妊娠中毒症、肝硬変、肺線維症

などの治療に関する基礎的情報を与えることが期待でき、その学術的・社会的意義は極め

て大きいと考えられる。 

 

【班員の研究の学術的・社会的意義など】 

【鈴木宏治】炎症性内皮障害の分子病態や血液凝固制御因子の役割の解明、新しい抗血栓

薬の開発は、血栓性疾患患者の治療や QOL の改善につながるものであり、研

究成果の医学的意義は非常に大きい。また、本研究で得られる知見は、血管

内皮機能の維持や発達、生体の発生や分化などの生命現象の理解に重要な基

礎的情報を与えるものであり、学術的意義も大きい。 

【緒方正人】代謝症候群は、中年男性の半数に発生しており、約 2000 万もの予備軍が存在

する。厚生労働省では、平成 27 年度末までに 25%減として医療費 2 兆円の削

減を目指している。従って、代謝症候群や炎症性血管病変の MAP キナーゼに

よる新規制御機構の研究は、学術的意義に加えて大きな社会的意義を有する。 

【伊藤正明】新しい動脈硬化危険因子、動脈硬化メディエーターとして CRP の位置づけ・

概念を明確化し、炎症性動脈硬化病変に Rho/Rho キナーゼ・シグナルの関与

を解明することは、動脈硬化性血管病に対する新しい治療法の開発に貢献で

きる。 

【ガバザ・エステバン】凝固･線溶系因子の制御調節機構の解明は、多くの炎症性臓器疾患

の発症機構の理解につながり、関連疾患に対する有効な治療薬や障害の軽減

手技の開発に寄与するものであり、学術的・医学的・社会的に大きく貢献で

きると考えられる。 

【和田英夫】本研究の成果は、血栓性疾患の診断や治療におけるガイドラインの確立、新

しい検査法の確立にもつながるものであり、その学術的・医学的意義は非常

に大きい。 

【丸山一男】現在、難病である肺高血圧症における究極的な治療法は肺移植である。肺高

血圧の発症原因には炎症性血管病変が考えられており、本研究において抗炎

症性物質や凝固線溶系因子により肺の血管病変を抑制し、機能を回復させる

ことが出来れば、肺移植の必要性を減じ、また、肺移植に至るまでの期間を

延長できるなど、医学的・社会的意義は極めて大きい。 

【杉山 隆、佐川典正】日本人にはインスリン分泌が悪い遺伝的背景があり、また、加齢

もインスリン抵抗性の一因となるため、近年の我が国の晩婚化現象と相俟っ

て、今後高齢妊娠が増加すると、妊娠時糖代謝異常症はさらに増加し、それ

による先天奇形胎児も増加すると推定される。妊娠自体の糖・エネルギー代

謝調節機序の解明とそれに基づく耐糖能異常の治療法の開発は、今後の周産

期医学や社会保険の視点からも重要である。 

【内田淳正】人工膝関節置換術は、現在、整形外科において広く普及している手術であり、

術中の出血量を減らすために用いられる駆血帯が深部静脈血栓症の発生頻度

に及ぼす影響を明らかにする本研究は学術的・社会的意義が非常に大きい。 
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【滝 和郎】炎症性血管病変に起因する脳血管疾患（脳卒中）は、わが国の医療にとって

最も対策が必要な疾患の一つである。本研究の成果は、脳血管疾患に対して

即、臨床応用が可能であり、医学的・社会的意義が極めて大きい。 

【山田芳司】本研究の成果は、高齢化社会を迎えた我が国における健康長寿に寄与するこ

とができる。また、世界的に進行中の疾患ゲノム研究における日本人の疾患

感受性遺伝子情報の獲得としても重要であり、21 世紀のゲノム医学及びオー

ダーメイド医療に貢献できるため、学術的な意義も大きい。 
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研究の成果等 

①当初目的に対する成果 

【鈴木宏治】感染性炎症に伴う凝固亢進症における血中の凝固制御因子プロテインS（PS）の

機能低下の原因解明を目的として研究を進め、肝臓の实質細胞・類洞内皮細胞

におけるPS及びPS制御因子のC4b結合蛋白質の発現動態を解析し、病因を明らか

にすることができた。また、肝再生、血管透過性、腎機能、腫瘍細胞の増殖と

転移における凝固制御系因子のプロテインCインヒビター（PCI）の役割を分子、

細胞、個体レベル等で明らかにすることができた。また、ファージディスプレ

イ法を用いて、血管内皮細胞の新規な炎症制御因子の探索を目的として研究を

進め、細胞間接着分子（Connexin）が炎症制御に関わることを明らかにした。

さらに、1987年から行ってきた遺伝子組換えトロンボモジュリン（TM）を播種

性血管内凝固症候群（DIC）の治療薬として開発する第３相臨床試験が終了し、

厚労省の認可を受けて、昨年５月に上市することができた。 

【緒方正人】血管病変や代謝症候群の病態解明を目的として研究進め、MAPキナーゼを介する

シグナル系が炎症や代謝症候群の制御に重要であることを明らかにできた。さ

らに、MAPキナーゼ系が、合成阻害剤による治療の標的となる可能性を示すこと

ができた。 
【伊藤正明】炎症性病変マーカー、CRP の動脈硬化・血栓形成に及ぼす効果と細胞内シグナ

ル伝達系の解明を目的として研究を進め、CRP が直接血管内皮細胞に作用し

て、血栓形成に関与する PAI-1 の発現誘導を起こすことを明らかにした。こ

の PAI-1 発現誘導には、酸化ストレスによる Rho/Rho キナーゼの活性化を介

した NFκB の活性化が関与していた。同様に高血糖刺激においても、同様の

シグナルを介して血管内費細胞でPAI-1の発現誘導を引き起ことも解明した。 

【ガバザ・エステバン】肺性高血圧症及び肺繊維症における血管リモデリングの分子病態

の解明を目的として研究を進め、肺線維症の病態形成に線維素溶解系（線溶

系）の低下が重要な役割を担っていることを明らかにした。また、肺高血圧

症モデルマウスにおいてプロテイン C インヒビターなどのセリンプロテアー

ゼインヒビターが肺の炎症性障害、血液凝固、サイトカイン産生、血管壁の

リモデリングを改善し、防御的に働いていることを明らかにした。 

【和田英夫】血栓性疾患における血中の分子マーカーの臨床的意義を解明し、診断基準を確

立する目的で研究を進め、各種検査法の疾患適応性を確立できた。また、

Negative predictive value (NPV)及びPositive predictive value（PPV）など

の概念を導入することにより、疾患の発症を診断するカットオフ値などを確定

することができた。 

【丸山一男】肺高血圧症の血管病変発生における炎症性因子と血液因子の役割を解明する目

的で研究を進め、ラットの实験モデルを用いた研究で、抗炎症作用を有する誘

導型一酸化窒素合成阻害薬やレチノイン酸では、肺高血圧症の発症は抑制され

なかった。吸入一酸化窒素により、肺高血圧症の回復過程は促進されなかった。

また、NFκB阻害薬、心房型利尿ペプチドの遺伝子導入は、肺高血圧症の抑制効

果が認められた。遺伝子組み換えTMは、モノクロタリン肺高血圧ラットにおい

て、その発症過程を抑制する可能性があることを認めた。 
【杉山 隆、佐川典正】抗酸化物質の thioredoxin 導入マウスを用いて胎児の先天性奇形 

発生に及ぼす酸化ストレスの影響を解明する目的で研究を進め、糖尿病マウ

スの胎仔では、胎仔体重や胎盤重量も低下しており、先天奇形の発生頻度も

高いこと、抗酸化物質の thioredoxin 導入（Tg）マウスの糖尿病では先天奇

形児の発生頻度が低いことが明らかになった。また、胎仔肝臓の酸化ストレ
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スマーカーの thiobarbituric acid reactive substances (TBARS)は、糖尿病

マウスで発現量が増加していた。妊娠 10 日目の胎仔の神経上皮の酸化ストレ

スマーカーの 8-hydroxy-2-deoxyguanosine（8-OHdG）の発現量は、糖尿病群

で高値であった。さらに母体糖尿病による胎仔奇形発生とアポトーシスとの

関連を検討した結果、糖尿病群で caspase-3 の発現量が多く、Tg 群では減尐

していた。 

【内田淳正】術後深部静脈血栓症の発生機序の解明と治療体系・予防法の確立を目的とし

て研究を進め、人工膝関節置換術中に駆血帯を使用することにより、術中出

血量及び総出血量が減尐はみられたが、術後の深部静脈血栓症の発生頻度は

駆血帯を使用しなかった群と比較して有意な差は認めることは出来なかっ

た。現在、さらに臨床研究を続けている。 

【滝 和郎】脳血管内治療に伴う脳動脈病変の分子機構の解明と新しい治療法の開発を目的

として研究を進め、Angiotensin II receptor blocker（ARB）により、ステン

ト留置後の新生内膜肥厚の進行を抑制できることを明らかにした。また、ナノ

ファイバーを用いたカバードステントや、硫酸化ジェラン固定化ジェランにテ

ネイシン-Cを結合させたコイルを開発した。 
【山田芳司】冠動脈疾患・脳血管障害の遺伝因子の解明とオーダーメイド予防医療システ 

ムの開発を目的として研究を進め、10,000 例の患者対照研究において、205

遺伝子 300多型（SNP）の大規模関連解析を行い、心筋梗塞・脳梗塞発症と関

連する遺伝子多型を特定し、従来の危険因子を包括したオーダーメイド予防

システムを開発した。さらに、心筋梗塞・脳梗塞のゲノム全領域関連解析を

行い、これらの疾患の発症に強く関連する遺伝子を特定した。当初の目的は

十分に達成することができた。 

 

 

②研究活動から得られた新たな学術的知見 

【鈴木宏治】感染症に伴う凝固炎症亢進症では、エンドトキシン（LPS）により肝細胞・類洞

内皮細胞でのPS及びC4b結合蛋白質の発現動態が変化し、凝固制御活性を有する

遊離型PSの血中レベルが低下することが原因であることを解明した。また、プ

ロテインCインヒビター（PCI）は肝再生、血管透過性の制御、腎組織と機能の

維持、腫瘍細胞の増殖と転移を制御していることが明らかになった。また、細

胞間接着分子 Connexin 32が血管内皮細胞の炎症を制御していることを明らか

にした。さらに世界で初めての新しいDIC治療薬として遺伝子組換えTMを開発

し、社会に出すことができた。 

【緒方正人】細胞内のMAPキナーゼを介するシグナル伝達系が、獲得免疫のみならず、自然免

疫である炎症や生活習慣病の一つである肥満の重要な制御分子として機能する

ことが個体レベルで明らかになった。 

【伊藤正明】CRPが直接血管内皮細胞に作用して、血栓形成に関与するPAI-1の発現誘導を起

こすことが明らかになった。このPAI-1発現誘導には、酸化ストレスによる

Rho/Rhoキナーゼの活性化を介したNFκBの活性化が関与しており、また、高血

糖刺激においても、同様のシグナルを介して血管内皮細胞でPAI-1の発現誘導を

引き起ことを解明した。 

【ガバザ・エステバン】線溶阻害因子thrombin-activatable fibrinolysis inhibitor（TAFI）

はブレオマイシン誘発肺線維症モデルで、肺胞腔内のフィブリン分解を抑制し、

線維化を助長することが明らかになった。また、同モデルにおいて、NFκB阻害

剤はT細胞の転写因子を阻害し、サイトカイン分泌を抑制して、Th1-Th2不均衡



 - 10 - 

を是正し、最終的に肺線維化を抑制することが明らかになった。 

【和田英夫】各種の血栓性疾患の臨床検査において、各病態に適したカットオフ値が適応さ

れるようになった。またADAMTS13などの新しい止血系分子マーカーの有用性を

明らかにし、今後の診療ガイドラインの策定に役立てることができた。 

【丸山一男】抗炎症作用を持つ物質が肺高血圧症の血管病変の発生を必ずしも抑制しないこ

とを示した。一方、NFκB阻害薬に抑制作用を認めたことから、今後の研究の基

礎を築くことができた。また、血管病変発症抑制物質が、機能回復を促進しな

かったことから、発症過程と回復過程は同一機構ではないことを示した。肺高

血圧症に組換えTMが有効であったことから、凝固制御因子が肺高血圧症の治療

に有用である可能性が示唆された。 

【杉山 隆、佐川典正】母体糖尿病における先天奇形の発症は酸化ストレスによるシグナル

伝達系を介して発生する可能性を初めてin vivoで明らかにし、また、抗酸化物

質の過剰発現マウスにおいてその発生率が抑制されたことから、抗酸化剤の投

与が先天奇形発生を予防する可能性も示唆した。 

【内田淳正】駆血帯の使用の有無にかかわらず、約80％の症例に深部静脈血栓症が発生した

ことから、手術操作自体が血栓症の発生に大きく関与している可能性を明らか

にした。 

【滝 和郎】異物を用いる脳血管内治療では、炎症反応の阻止を常に考慮しなければならず、

炎症を抑制するための治療法を開発することができた。他方、これとは逆に炎

症と組織修復機構を利用した新しい治療法を開発することができた。 

【山田芳司】遺伝因子・環境因子を総合すると、個人個人によって疾患発症リスク値に数倍

以上の差があり、また高リスク値を示す個人でも危険因子の早期治療あるいは

生活習慣の改善により発症リスク値が平均レベルまで低下することを明らかに

し、これらの知見を基にオーダーメイド予防法の開発を可能にした。また、心

筋梗塞・脳梗塞の発症に関連する新たな複数の遺伝子を発見した。 

 

 

③構成員の有機的連携（連携が保たれ活発な研究活動が展開されたか） 

【全体的事項】本プロジェクト研究の構成員には基礎医学系と臨床系の専門家が多数含まれ

ていることから、臨床系の大学院生は基礎医学系構成員との連携が保たれ、共同研究を進め

ることが容易にできた。とりわけ、研究試薬や分析機器等の相互提供、遺伝子改変動物の作

成、疾患モデル動物の作成と解析などに相互に技術的指導を受け与えることができ、また、

他構成員への助言・技術提供などを行うことができた。また、構成員の多くは「炎症と凝固

研究会」や「抗血栓療法研究会」などの学内研究会の幹事や班員であり、こうした研究会を

通して、最新治験を一緒に学ぶことができた。さらに、附属病院内に新設した「血栓・止血

異常症診療センター」を中心に止血系カンファランスを行い、止血異常症や血栓症における

診療について、緊密な連携が行われた。ただ、一部の班員においては、研究試料の取り扱い

上、本学の構成員との共同研究に発展させることができなかった。 

 

 

④学部のバックアップ体制 

【全体的事項】大学院医学系研究科のバックアップ体制があったため、総合研究室所有の機

器の使用、生命科学研究支援センターの動物实験施設、RI实験施設等の使用において便宜を

図っていただき、研究を展開することが出来た。また、医学系研究科や附属病院等のバック

アップ体制により、患者の同意や倫理委員会などの審査機関での承認を得ることができ、患

者検体を用いる研究を遂行することができた。 
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⑤経費（効率的・効果的に使用されたか） 

【全体的事項】運営費交付金（校費）に基づく所属研究室の研究経費が減額されるなかで、

本COE研究プロジェクト経費は非常に有り難い研究費であった。特に研究上必要な試薬（主に

免疫組織染色の際の各種抗体、real time PCRの際の試薬）や動物の購入費に有用であった。

また、本経費によって、非常勤技術職員の雇用、生命科学研究支援センター施設（動物实験

施設とRI实験施設）の施設利用費の支払いができるなど、本研究費は研究の遂行上、効率的、

効果的に遂行することができた。 

 

 

⑥今後の展望 

【全体的事項】生体防御における自然免疫の一つである血液凝固反応は、血管傷害部位での

止血凝固と血管内での非凝固（血液流動性維持）という正反対の役割を有しているが、この

秩序の乱れを原因として、血管病（血栓症）や関連の臓器障害が誘発される。今後も、血栓

症や関連の臓器障害の発症予防のため、血液凝固制御機構の分子生物学的解明、関連疾患の

分子病態の追求、細胞内シグナル伝達分子の機能発現機構の解明、糖尿病誘発性胎児奇形の

阻止、難治性疾患である肺高血圧症や肺線維症、喘息等の治療法の開発、外科領域における

術後血栓症の予防法の開発、脳血管障害治療に用いる安全なデバイスの開発、さらに、血栓

性疾患の早期診断法の開発と生活習慣病関連遺伝子の特定によるオーダーメイド予防法の確

立など、早急に取り組むべき課題は多い。この三重大COEプロジェクト研究の過程で基礎を学

んだ若い研究者の今後の活躍に期待したい。 

 

【班員の研究の今後の展望】 

【鈴木宏治】本学で発見されたプロテインCインヒビターの研究は独自性の高い研究課題であ

り、今後も大いに発展させたい。また、細胞間接着分子による炎症の制御は血

管機能障害に対する新しい分子標的になると考えられ、その可能性を追求する。

また、抗血栓薬の開発過程で培った实験手法を用いて、新たな血栓症の発症を

予防する機能性食品素材の開発を行う。 

【緒方正人】MAPキナーゼによる代謝制御は新しい研究分野であり、今後この分野の進展によ

って、病態解明のみならず疾患の予防や治療につながる新しい分子標的の探索

を行う。 

【伊藤正明】CRPが血管内皮細胞に作用して血栓形成を誘発するPAI-1を発現誘導し、この反

応に酸化ストレスによるRho/Rhoキナーゼの活性化によるNFκBの活性化が関与

すること、また、高血糖刺激でも同様のシグナル系を介するPAI-1の発現誘導が

起こることが明らかになったので、今後はこの炎症カスケードの普遍性につい

て関連する他の疾患で追求し、治療に有効な標的分子を特定する。 

【ガバザ・エステバン】本研究で明らかにしたTAFIやNFκB阻害剤が示した肺線維症抑制作用

やTh1-Th2不均衡の是正作用に基づき、新しい診断法・治療法の開発と臨床応用

に向けたTranslational Researchを行う。 

【和田英夫】本研究で明らかにした新しい血栓症分子マーカーを用いた血栓性疾患の診断の

結果を学内から三重県内、そして三重県から全国へ発展する。 

【丸山一男】本研究の成果に基づき、肺高血圧症の新しい治療薬の開発に向けて、抗炎症性

凝固制御因子である組換えTMの有効性を評価するため、組換えTM投与後の生存

曲線を検討する。 

【杉山 隆、佐川典正】本研究の成果に基づき、酸化ストレスと先天奇形発症の関連性の解
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明、thioredoxinによるアポトーシス・シグナリングの解析、先天性奇形とアポ

トーシスの関連性などを解明する。さらに治療法として抗酸化物質投与の可能

性も検討する。 

【内田淳正】同一患者の術前と術後の血液凝固能の変化に与える要因として、血小板由来

microparticle（MP）やMP上に存在する組織因子など膜蛋白の存在に着目してお

り、今後はこれらの分子群について詳細な解析を進めていく。 

【滝 和郎】本研究の成果は、今後、脳血管障害の新しい治療法として臨床応用されること

が期待できるが、さらにより良い脳血管傷害治療デバイスと技術の開発に取り

組みたい。 

【山田芳司】わが国で初めて三重大学病院にオーダーメイド医療部が設立され、今後、本学

を中心に三重県でオーダーメイド医療が発展すると考えられる。本研究はこう

した流れに沿うものであり、今後さらに多くの生活習慣病についてオーダーメ

イド予防システムを開発し、三重大学をオーダーメイド医療の拠点として、国

内外に情報発信する予定である。 

 

 

⑦その他特記事項（学内外に対しどのようなインパクト等を与えたか等） 

【鈴木宏治】研究業績の全ては国外の一流専門雑誌に掲載され、あるいは現在論文投稿中で

ある。また、我々が開発し社会に出すことのできた遺伝子組換えTMは世界で初

めてのDIC治療薬であり、我が国で遺伝子クローニングされた蛋白質が治療薬に

まで開発された最初の例である。これらの業績により、我が国の医学会で最も

権威があると言われるベルツ賞を受賞し、新聞等で報道された。 

【緒方正人、伊藤正明、ガバザ・エステバン、丸山一男】研究の成果は多数の国際学会で発

表し、世界一流の雑誌に記載された。 

【和田英夫】三重大学附属病院の血栓・止血異常症診療センター構成員を中心に、学内外で

止血系カンファランスを行い、研究成果の発表を行った。 

【杉山 隆、佐川典正】世界で始めて母体糖尿病におけるTRXを過剰発現する胎仔において先

天奇形の発症が抑制されることを明らかにしたことは極めて大きなインパクト

であり、現在、論文投稿中である。 

【内田淳正】我々の研究を通じて、三重県内に止まらず全国的にも、整形外科領域では深部

静脈血栓症に対する関心が高まってきており、基礎研究だけでなく、診療の現

場においても、深部静脈血栓症の予防に対する取り組み意識が高まってきた。 

【山田芳司】本研究成果の多くは一流国際学会誌に掲載された。また、本研究成果を基に、

ベンチャー企業（クオルセイバー有限責任事業組合）を設立した。さらに、三

重大学リサーチセンター（疾患ゲノム研究センター）に認定された。 
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p529-543, 2008 

3. Yamada Y, Ichihara S, Nishida T. Genetics of stroke. In Dhavendra Kumar, Perry Elliot, eds. 

Clinical Cardiovascular Genetics: Principle and Practice. New York: Oxford University Press 

(in press). 

4. Yamada Y, Ichihara S, Nishida T. Genetics of coronary heart disease. In Dhavendra Kumar, 

Perry Elliot, eds. Clinical Cardiovascular Genetics: Principle and Practice. New York: Oxford 

University Press (in press). 

 

 

③ 国際あるいは国内会議・シンポジウム等の開催状況（会議等の名称、開催時期・場所、

参加人数、招待講演者等を記入） 

【鈴木宏治】 

1. 第 30 回日本血栓止血学会、平成 19 年 11月 15-17 日、志摩市（志摩観光ホテル・賢島

宝生苑） 

参加人数 1,000 名、招待講演者 52 名 
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2. 第 30 回日本検査血液学会、平成 20 年 7 月 26-27 日、津市（三重県総合文化センター） 

参加人数 1,200 名、招待講演者 10 名 

 

【和田英夫】 

1. 日本 DIC 研究会 2008 年 2 月 17 日 東京、2009 年 2 月 15 日 東京 

2. 日本血栓止血学会 SSC 学術シンポ 2007 年 2月 16日 東京 

 

【滝 和郎】 

1. The 4th International Intracranial Stent Meeting 2007 年 4 月 18日 – 20 日、京

都市 参加人数：168 名（20 ヶ国）、招待講演者：Jacques Moret (Paris VII University)、 

Michel Mawad (Baylor College of Medicine) 他 

2. 第 12 回日本血管内治療学会総会 2006 年 6 月 30 日 – 7 月 1 日、志摩市 参加人数：

316 名 招待講演者：大木隆生（Montefiore Medical Center）、Daniel Rufenacht 

(University Hospital of Geneva)他 

3. 第 33 回日本脳卒中の外科学会 2004 年 3 月 19日 – 20 日、名古屋市 参加人数：1546

名招待講演者：Andrew J. Molyneux (University of Oxford)、 Frank J. Criado (Union 

Memorial Hospital) 他 

4. 日本脳神経外科学会中部支部 第２回市民公開セミナー「脳卒中 その予防と治療」 

2005 年 11月 4 日、津市 参加人数：87 名 招待講演者：井上 亨 (九州医療センター)、

桑山直也 (富山大学) 他 

 

【山田芳司】 

1. 第 1回三重大学リサーチセンターシンポジウム ―生活習慣病予防と健康長寿の实践

に向けて―、平成 20年 12 月 8 日、津市 参加人数約 100 人、招待講演者 4名 

 

 

④ 特許出願状況等（当該研究から生まれた出願特許の発明者、名称、出願時期、技術移

転状況等を記入） 

【鈴木宏治】 

1. 発明者：鈴木宏治 

出願人：三重大学、中外製薬㈱ 

プロテインＣインヒビターを含有する抗癌剤（特願 2005-120083） 

2. 発明者：鈴木宏治、林 辰弥 

出願人：三重大学、タカラバイオ㈱ 

血管新生抑制剤（特願 2005-194717） 

3. 発明者：鈴木宏治 
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出願人：国立大学法人三重大学・中外製薬株式会社 

肝再生・修復制御剤（特願 2005-215376） 

4. 発明者：鈴木宏治 

出願人：三重大学、中外製薬㈱ 

肝再生・修復制御剤（特願 2004-302129） 

5. 発明者：鈴木宏治、林辰弥 

出願人：科学技術振興機構、太陽化学㈱、三重大学 

組織因子阻害組成物、及びそれを含有する飲食品、飼料、医薬部外品、医薬品（特願

2005－164006） 

6. 発明者：鈴木宏治、林辰弥 

出願人：科学技術振興機構、太陽化学㈱、三重大学 

血流改善用組成物、及びそれを含有する飲食品、飼料、医薬部外品、医薬品（特願 2005

－164005） 

7. 発明者：鈴木宏治、江单化工（株） 

出願人：国立大学法人三重大学、江单化工株式会社 

血管新生阻害剤及びその利用（特願 2005-368389） 

8. 発明者：鈴木宏治、西川政勝、江单化工（株）田中茂男 

出願人：国立大学法人三重大学、江单化工株式会社 

緑藻由来の硫酸化多糖を含有する血管障害改善剤及びその製造方法（特願

2005-368390） 

9. 発明者：鈴木宏治、斎藤浩之 

出願人：三重大学、中外製薬㈱ 

LIVER REGENERATION/REPAIR CONTROLLING AGENT（特願 PCT/JP2005/18675） 

10. 発明者：鈴木宏治 

出願人：三重大学、中外製薬㈱ 

ANTI-CANCER AGENT COMPRISING PROTEIN C INHIBITOR（特願 PCT/JP2006/308095） 

11. 発明者：鈴木宏治、江单化工（株） 

出願人：三重大学、江单化工（株） 

血管新生阻害剤及びその利用（特願 2006-148864） 

12. 発明者：鈴木宏治、江单化工（株） 

出願人：国立大学法人三重大学、江单化工株式会社 

ANGIOGENESIS INHIBITOR AND UTILIZATION OF THE SAME（血管新生阻害剤及びその利

用）（特願 PCT/JP2006/325687） 

13. 発明者：鈴木宏治、江单化工（株） 

出願人：三重大学、江单化工（株） 

AGENT FOR IMPROVING ANGIOPATHY CONTAINING SULFATEDPOLYSACCHARIDE ・・・緑藻由
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来の硫酸化多糖を含有する血管障害改善剤及びその製造方法 （特願

PCT/JP2006/325693） 

14. 発明者：鈴木宏治 

出願人：三重大学、中外製薬 

肝再生・修復制御剤（ヨーロッパ（LIVERREGENERATION/REPAIR CONTROLLING AGENT）（特

願 050793705.4） 

15. 発明者：鈴木宏治 

出願人：三重大学、中外製薬 

肝再生・修復制御剤（US）（LIVERREGENERATION/REPAIR CONTROLLING AGENT）（特願

11/577,157） 

16. 発明者：鈴木宏治 

出願人：三重大学、中外製薬 

ANTI-CANCER AGENT COMPRISING PROTEIN C INHIBITOR（特願 11/911,754） 

17. 発明者：鈴木宏治 

出願人：三重大学、中外製薬 

ANTI-CANCER AGENT COMPRISING PROTEIN C INHIBITOR（特願 06732024.2） 

18. 発明者：鈴木宏治 

出願人：三重大学、中外製薬 

肝再生・修復制御剤（JP 再公表）（LIVERREGENERATION/REPAIR CONTROLLING AGENT）（特

願 2006-540926） 

19. 発明者：鈴木宏治 

出願人：三重大学、中外製薬 

ANTI-CANCER AGENT COMPRISING PROTEIN C INHIBITOR プロテインＣインヒビターを含

有する抗癌剤（日本に再公表）（特願 2007-528151） 

 

【緒方正人】 

1. 大隈貞嗣、緒方正人、藤川隆彦 

「代謝活性化による肥満、糖尿病、メタボリックシンドロームの新規な予防および治

療方法とその応用」平成２０年 

 

【山田芳司】 

1. 発明者：山田芳司、野澤義則、岡田英樹 

出願人：山田芳司、G&G サイエンス株式会社、財団法人岐阜県国際バイオ研究所 

脳血管障害の遺伝的リスク検出法（特願 2006-012907） 

2. 発明者：山田芳司、野澤義則、武安岳史 

出願人：山田芳司、G&G サイエンス株式会社、財団法人岐阜県国際バイオ研究所 
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心筋梗塞の遺伝的リスク検出法（特願 2006-025514） 

3. 発明者：山田芳司、野澤義則、遠藤昭子 

出願人：山田芳司、G&G サイエンス株式会社、財団法人岐阜県国際バイオ研究所 

メタボリック症候群の遺伝的リスク検出法（特願 2006-034875、特開 2007-209297） 

4. 発明者：山田芳司、野澤義則、越坂卓也 

出願人：山田芳司、G&G サイエンス株式会社、財団法人岐阜県国際バイオ研究所 

高血圧の遺伝的リスク検出法（特願 2006-050278、特開 2007-222134） 

5. 発明者：山田芳司、野澤義則、越坂卓也 

出願人：山田芳司、G&G サイエンス株式会社、財団法人岐阜県国際バイオ研究所 

肥満の遺伝的リスク検出法（特願 2006-056678、特開 2007-228917） 

6. 発明者：山田芳司、野澤義則、島田和典 

出願人：三重大学、財団法人岐阜県国際バイオ研究所、G&G サイエンス株式会社 

2 型糖尿病の遺伝的リスク検出法（特願 2006-066316） 

7. 発明者：田中雅嗣、山田芳司、野澤義則、遠藤昭子 

出願人：田中雅嗣、山田芳司、財団法人岐阜県国際バイオ研究所、G&G サイエンス株式

会社 

メタボリック症候群に関する遺伝子検出方法（特願 2006-165292、特開 2007-330147） 

8. 発明者：田中雅嗣、山田芳司、野澤義則、島田和典 

出願人：田中雅嗣、山田芳司、財団法人岐阜県国際バイオ研究所、G&G サイエンス株式

会社 

2 型糖尿病に関する遺伝子検出方法（特願 2006-165293、特開 2007-330148） 

9. 発明者：田中雅嗣、山田芳司、野澤義則、武安岳史 

出願人：田中雅嗣、山田芳司、財団法人岐阜県国際バイオ研究所、G&G サイエンス株式

会社 

心筋梗塞に関する遺伝子検出方法（特願 2006-165294、特開 2007-330149） 

10. 発明者：田中雅嗣、山田芳司、野澤義則、岡田英樹 

出願人：田中雅嗣、山田芳司、財団法人岐阜県国際バイオ研究所、G&G サイエンス株式

会社 

アテローム血栓性脳梗塞に関する遺伝子検出方法（特願 2006-165295、特開

2007-330150） 

11. 発明者：田中雅嗣、山田芳司、野澤義則、遠藤昭子、武安岳史、岡田英樹 

出願人：田中雅嗣、山田芳司、財団法人岐阜県国際バイオ研究所、G&G サイエンス株式

会社 

ヒトミトコンドリア DNA に関する遺伝子検出法（特願 2006-165296、特開 2007-330151） 

12. 発明者：山田芳司、野澤義則、岡田英樹 

出願人：山田芳司、G&G サイエンス株式会社、財団法人岐阜県国際バイオ研究所 
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脳血管障害の遺伝的リスク検出法（特願 2006-244526、特開 2007-215537） 

13. 発明者：山田芳司、野澤義則、武安岳史 

出願人：山田芳司、G&G サイエンス株式会社、財団法人岐阜県国際バイオ研究所 

心筋梗塞の遺伝的リスク検出法（特願 2006-288908、特開 2007-228958） 

14. 発明者：山田芳司、野澤義則、島田和典 

出願人：三重大学、財団法人岐阜県国際バイオ研究所、G&G サイエンス株式会社 

2 型糖尿病の遺伝的リスク検出法（特願 2006-288909、特開 2007-267728） 

15. 発明者：山田芳司、武安岳史、内田英史 

出願人：山田芳司、G&G サイエンス株式会社 

脂質代謝異常の遺伝的リスク検出法（特願 2008-98088） 

16. 発明者：山田芳司、村上和美 

出願人：三重大学、G&G サイエンス株式会社 

慢性腎臓病の遺伝的リスク検出法（特願 2008-324995） 

17. 発明者：木村彰方、日野原邦彦、中島敏晶、和泉徹、猪子英俊、山田芳司 

出願人：東京医科歯科大学、北里大学、東海大学、三重大学 

冠状動脈疾患リスクの検査方法（特願 2008-327960） 

18. 発明者：山田芳司、小島俊男、村上和美 

出願人：三重大学、理化学研究所 

脳梗塞の遺伝的リスク検出法（特願 2009-011495） 

 

 

⑤ 新聞報道等（当該研究から生まれた成果に関する新聞・放送報道等のタイトル、日時、

報道メディア等を記入） 

【鈴木宏治】 

1. 国際血栓止血学会賞受賞 平成 17 年 8 月、中日新聞 

2. 第 45 回ベルツ賞（ベーリンガーインゲルハイム社 主催）受賞： 

「鈴木・三重大教授らにベルツ賞-血管内血液 凝固防止薬開発に貢献」 

平成 20 年 11 月 20 日、読売新聞 

「ベルツ賞に鈴木教授-抗血栓物質を解明」 

平成 20 年 11 月 20 日、中日新聞 

  「丸山・鈴木教授の論文「血栓制御」がベルツ賞」 

平成 20 年 12 月 19 日、科学新聞 

 

【山田芳司】 

1. 予防医療サービス参入—遺伝子解析でリスク判定 

日本経済新聞朝刊 平成 17年 10 月 25日 
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2. 長生きテーマの研究に助成—三重大学生命科学研究支援センターに大和証券財団—津で

贈呈式「成果が楽しみ」 

伊勢新聞朝刊 平成 17 年 11月 1 日 

3. 三重大学生命科学研究支援センター助成—大和証券ヘルス財団 

中日新聞朝刊 平成 17 年 11月 1 日 

4. 生活習慣病—DNA から発症率算出—岐阜県バイオ研—予防へシステム開発 

中日新聞朝刊 平成 18 年 3月 23 日 

5. 生活習慣病リスク唾液で 5段階診断—関係遺伝子を特定—岐阜県バイオ研など 

読売新聞朝刊 平成 18 年 3月 23 日 

6. 生活習慣病を遺伝子診断—予防システム開発—県国際バイオ研と三重大学生命科学研究

支援センター 

毎日新聞朝刊 平成 18 年 3月 23 日 

7. 症例別にリスク分析—生活習慣病予防システム開発—県立病院で試験導入—岐阜県国際

バイオ研 

中部経済新聞朝刊 平成 18年 3 月 23日 

8. 遺伝子から発症の確率予測—生活習慣病予防しステムを開発—県バイオ研など 

岐阜新聞朝刊 平成 18 年 3月 23 日 

9. 糖尿病発症率を左右—ミトコンドリア DNA の個人差—東京都老人研など 

日経産業新聞 平成 19 年 1月 17 日 

10. 生活習慣病発症リスク—遺伝子分析し判定—「20-70%左右」の見方—日々の暮らし、早め

に改善 

日本経済新聞朝刊 平成 20年 4 月 6 日 

11. 生命科学研究支援センターから—三重大学および地域の生命科学研究・教育の支援と推

進—21 世紀は生命科学の時代 

三重大 X vol. 5, p26, 2006. 

12. 第 31 回日本心臓財団佐藤賞受賞記念講演—日本心臓財団佐藤賞は山田芳司氏が受賞 

第 70 回記念日循総会・学術集会ニュースフラッシュ No. 3 Medical Tribune 2006

年 3 月 26 日 

13. 研究室の紹介「生命科学研究支援センター ヒト機能ゲノミクス部門」 

三重大学医学部 News No. 155, p34-38, 2006 年 4月 1 日 

14. 生活習慣病の予防システム 

Japan Medicine 2006 年 3 月 31 日 No. 957 

15. 生活習慣病発症リスクを 1人ずつ予測—オーダーメイド予防システムを開発 

Japan Medicine 2006 年 4 月 17 日 

16. おもしろ研究・先生 II—「ゲノム」と生活習慣病・モデル動物・お米 

三重大 X vol. 6, p15-16, 2006. 
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【和田英夫】 

今春発表される日本血栓止血学会の「感染症 DIC に対する治療のエキスパートコンセン

サス」を委員長として作成した。 


